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第
二
節 

無
土
器
時
代 

 

１ 

概 

要 

 

先
述
し
た
よ
う
に
、
土
器
の
使
用
が
な
さ
れ
ず
、
石
器
だ
け
を
使
用
し
て
人
々
が
生
活
し
た
時
代
を
「
無
土
器
時
代
」
ま
た
は
「
先

土
器
時
代
」
と
言
う 

 
 

 
 

 
 

。 

わ
が
国
で
は
、
従
来
縄
文
時
代
以
前
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
学
問
的
に
解
明
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
昭
和
二
十
三
年
相

沢
忠
洋
氏 

 
 

 

に
よ
っ
て
、
縄
文
式
土
器
時
代
以
前
に
、
土
器
を
使
用
せ
ず
石
器
の
み
を
使
用
し
て
生
活
し
た
人
々
の
生
活
が

あ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
わ
が
国
の
「
無
土
器
時
代
」
の
解
明
が
急
速
に
進
ん
だ
の
で
あ
る
。
山

形
県
内
に
お
い
て
も
、
続
々
と
無
土
器
時
代
の
遺
跡
と
遺
物
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
内
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
県
内
の
無
土
器

時
代
の
解
明
は
、
比
較
的
早
く
な
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
学
説
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
ず
に
い
た
。 

 

２ 

県
内
の
無
土
器
文
化 

 

『
山
形
県
の
無
土
器
文
化
、
山
形
県
文
化
財
調
査
報
告
書
』 

 
 

 
 

は
、
次
の
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
（
要
約
）
。 

「
松
森
胤
保
翁
は
明
治
十
一
年
弄
石
余
談

．
．
．
．
の
中
で
、
山
岸
貞
栄
所
蔵
品
の
中
に
一
風
変
っ
た
石
を
認
め
、
こ
の
品
を
写
生
し
載
せ
て

い
る
。
こ
の
石
器
は
長
卵
状
で
長
さ
九
八
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
最
大
幅
三
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
そ
の
説
明
文
は･

･
･
･
･
･

異
状
物
、
表

中
凸
ニ
シ
テ
舟
底
ノ
如
ク
、
裡
一
平
、
色
鼠
ニ
シ
テ
堅
光･

･
･
･
･
･

と
あ
る
。
こ
れ
は
表
面
は
中
央
に
稜
線
が
通
っ
て
凸
起
し
、
そ

東

毛

考

古 

学

研

究

所 

一

九

六

四

、
山

形 
県

教

育

委

員

会 

本

書

で

は

無

時

時 
代

の

呼

称

を

用

い

る



第二章 原始時代 
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の
形
は
舟
底
の
如
く
で
あ
り
、
裏
面
は
た
だ
一
平
面
と
な
っ
て
い
る
、
と
の
事
で
あ
る
か
ら
第
一
次
の
剥
離
面
な
る
こ
と
が
推
察

さ
れ
る
。
色
は
鼠
色
で
質
が
堅
い
と
い
う
か
ら
硬
質
頁
岩
と
考
え
ら
れ
る
。
」 

こ
の
よ
う
な
条
件
か
ら
す
れ
ば
当
石
器
は
、
刃
器
ま
た
は
縦
形
掻
器
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
松
森
胤
保
翁
は
縄
文
土
器
に

伴
う
石
器
類
に
関
し
て
は
、
石
の
形
に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
杖
・
斧
・
槍
・
匕さ

じ

・

鏃
や
じ
り

な
ど
と
分
類
し
た
が
、
こ
の
小
石

器
に
関
し
て
は
、
異
状
物
と
し
て
特
別
な
観
察
を
し
て
い
る
。
残
念
な
こ
と
に
出
土
地
が
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。 

内
陸
の
最
上
川
中
流
々
域
に
住
む
若
い
研
究
者
菅
井
進
・
田
原
真
稔
の
両
氏
は
、
西
村
山
郡
の
一
角
で
、『
縄
紋
』
と
い
う
雑
誌
に

よ
り
、
日
本
の
始
源
に
つ
い
て
の
新
し
い
歴
史
を
探
っ
て
い
た
が
、
昭
和
二
十
四
年
（
一
九
四
九
）
の
こ
と
、
土
器
を
伴
わ
な
い
粗

雑
な
打
製
石
器
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
出
土
地
は
最
上
川
中
流
右
岸
の
段
丘
上
で
、
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
明
鏡
橋
架
橋

工
事
の
際
に
採
取
さ
れ
、
大
竹
国
治
氏
方
に
保
存
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
石
器
を
実
見
し
た
菅
井
氏
は
昭
和
二
十
四

年
雑
誌
『
縄
紋
』
に
実
測
図
を
載
せ
て
報
告
し
た
の
で
あ
る
。
氏
は
付
着
の
土
質
を
根
拠
と
し
て
、
赤
色
の
ロ
ー
ム
層
中
出
土
と
推

定
し
、
ロ
ー
ム
層
形
成
時
代
に
遡
り
、
形
の
上
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旧
石
器
に
似
て
い
る
と
い
う
考
察
を
下
し
た
の
で
あ
る
。
昭
和

三
十
八
年
に
い
た
っ
て
、
氏
は
更
に
論
文
を
発
表
し
、
先
の
簡
略
な
記
述
を
補
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
氏
の
報
告
と
見
解
は
、

ひ
と
り
本
県
の
研
究
史
に
と
っ
て
だ
け
で
な
く
、
日
本
の
考
古
学
の
研
究
史
の
上
で
も
高
く
評
価
さ
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
人
間
の
手

に
成
る
遺
物
は
黒
土
層
の
中
に
あ
り
、
そ
の
下
の
洪
積
層
の
褐
色
土
層
に
な
っ
た
ら
発
掘
は
終
了
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
学
界

の
風
潮
に
対
し
、
黒
土
の
下
の
褐
色
土
層
の
中
に
も
人
工
遺
物
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
土
器
を
伴
わ
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
承
認

さ
れ
た
の
は
、
終
戦
後
の
こ
と
で
、
し
か
も
、
そ
の
主
な
端
緒
と
な
っ
た
岩
宿
遺
跡
の
明
治
大
学
に
よ
る
正
式
発
掘 

 
 

 
 

 

が

行
わ
れ
た
の
は
、
菅
井
論
文
発
表
よ
り
六
カ
月
遅
い
昭
和
二
十
四
年
九
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
後
年
芹
沢
長
介
氏
は
、
そ

の
著
『
石
器
時
代
の
日
本
』
の
中
で
菅
井
論
文
の
意
義
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
同
書
は
山
形
県
内
無
土
器
時
代
遺
跡
と
し
て
、
二

相
沢
忠
洋
氏
に
よ
る
槍
先

形
石
器
の
発
見
こ
そ
昭
和

二
十
三
年
秋
で
あ
っ
た
が 
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六
カ
所
を
掲
げ
て
い
る
が
、
置
賜
地
方
で
は
小
国
盆
地
の
四
ヵ
所
の
み
と
な
っ
て
い
る
。 

 

３ 

置
賜
地
方
の
無
土
器
遺
跡 

 

前
掲
『
山
形
県
の
無
土
器
文
化
』
に
依
る
と
、 

「
東
南
置
賜
に
於
い
て
先
縄
文
文
化
と
確
認
し
得
る
遺
跡
は
未
だ
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
或
い
は
今
後
も
置
賜
の
東
側
に
お
い
て
先

縄
文
遺
跡
の
発
見
さ
れ
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
東
北
に
お
い
て
先
縄
文
文
化
を
作
り
あ
げ
た
人

間
は
石
器
の
原
材
と
し
て
硬
質
頁
岩
を
用
い
て
い
る
。
本
県
に
お
い
て
硬
質
頁
岩
の
層
位
を
見
る
の
は
、
草
薙
層
と
呼
ば
れ
る
も

の
で
、
置
賜
の
東
側
に
そ
の
発
達
は
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
と
に
高
畠
町
の
洞
窟
群
は
凝
灰
岩
で
形
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

見
て
も
、
先
縄
文
文
化
人
に
と
っ
て
こ
の
地
域
で
の
原
石
の
入
手
は
困
難
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
そ
の
存
在
の
可
能
性
は
薄
く
な

る
。
」 

と
こ
ろ
で
、
米
沢
盆
地
の
西
側
に
は
草
薙
層
の
発
達
が
著
し
く
、
凝
灰
岩
と
硬
質
頁
岩
が
互
層
と
な
り
、
米
坂
線
を
西
に
行
く
程
、

硬
質
頁
岩
の
層
位
は
優
勢
と
な
る
。
最
近
興
味
深
い
問
題
を
続
々
と
投
じ
て
い
る
の
は
、
西
置
賜
郡
の
小
国
町
に
あ
る
遺
跡
群
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
原
石
材
の
豊
富
な
存
在
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
小
国
盆
地
の
中
心
で
あ
る
小
国
町
の
周
縁
に
は
約
三
段

の
段
丘
面
が
き
れ
い
に
発
達
し
、
特
に
東
縁
（
横
川
の
左
岸
）
で
は
明
白
に
類
別
で
き
る
。
東
山
・
平
林
両
遺
跡
は
そ
の
最
上
段
に

あ
り
、
一
段
低
い
面
に
横
道
・
鳥
谷
沢
遺
跡
が
存
在
す
る
。 

又
、
長
井
市
立
図
書
館
に
陳
列
さ
れ
て
い
る
土
器
、
石
器
の
中
に
、
無
土
器
時
代
の
石
核
が
一
コ
あ
る
。
こ
れ
は
同
市
勧
進
代
蔵

京
の
山
麓
付
近
か
ら
出
土
し
た
も
の
と
云
う
。 
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４ 

白
鷹
町
の
無
土
器
遺
跡 

 
繰
り
返
す
が
、
無
土
器
文
化
と
は
、
縄
文
時
代
の
よ
う
に
土
器
と
石
器
を
併
用
し
た
生
活
で
な
く
、
石
器
だ
け
を
生
活
用
具
と
し

て
暮
し
た
時
代
の
こ
と
で
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
、
白
鷹
町
で
は
こ
の
時
代
の
も
の
は
、
は
っ
き
り
と
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
そ
れ
ら
し
い
も
の
が
な
い
で
も
な
い
。
中
山
よ
り
山
形
に
通
ず
る
道
路
近
傍
の
開
墾
地
、
或
い
は
鮎
貝
小
学
校
前
方
で
、
無
土
器

時
代
の
石
器
と
見
ら
れ
る
も
の
を
収
拾
し
て
い
る 

 
 

 

。 

 

５ 

飯
豊
町
上
屋
地
遺
跡 

 

無
土
器
時
代
の
遺
跡
と
し
て
、
町
外
で
は
あ
る
が
飯
豊
町
上
屋
地
遺
跡
を
見
逃

す
こ
と
は
で
き
な
い
。 

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
山
形
県
・
新
潟
県
を
襲
っ
た
猛
豪
雨
は
、
各
地

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。
殊
に
飯
豊
山
系
・
吾
妻
山
系
の
降
雨
量
は
今
迄

に
な
い
記
録
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
同
年
秋
、
飯
豊
町
方
面
の
水
害
調
査
に
当
っ

た
米
地
文
夫
氏 

 
 

は
、
上
屋
地
よ
り
小
国
に
通
ず
る
道
路
入
口
の
切
通
し
付

近
で
石
器
を
採
集
し
た
。
こ
れ
に
端
を
発
し
て
翌
年
よ
り
総
合
調
査
が
実
施
さ
れ

た
。
そ
の
結
果
、
中
津
川
谷
底
盆
地
は
海
抜
四
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
水
面
を
も
つ
湖

水
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
り
、
遺
跡
の
位
置
は
湖
岸
と
断
定
し
た
。
発
掘
さ
れ
た
石

山

形

大 

助

教

授 

十

王

、

平

吹

利

数

氏
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器
の
種
類
の
主
な
も
の
は
斜
軸
尖
頭
器
、
チ
ョ
パ
ー
、
チ
ョ
ピ
ン
グ
ト
ゥ
ー
ル
、
ハ
ン
ド
ア
ッ
ク
ス
な
ど
で
あ
る
。 


